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１．本事業の概要

❷事業概要
・事業目的

香川県における空飛ぶクルマに関する
社会受容性を向上させることを目的とし
たイベント・展示等を企画、実行すること
を目的とする。

・実施主体
香川県 政策部 政策課

・委託事業者
株式会社 建設技術研究所 東京本社

・実施期間
令和6年5月15日～令和7年3月31日

❶背景
香川県では、令和４年度に、「空飛ぶクルマ」を香川県内で早期に展開していくための課題などを様々な関係者と情

報共有、意見交換する「空飛ぶクルマに関する香川版官民協議会」を設置し、令和5年度には「空飛ぶクルマ活用に向
けた香川県版ロードマップ（案）」を策定、公表。
ロードマップ（案）では、香川県の取り組みとして、「社会受容性の向上」を掲げており、本事業はこれを推し進める

もの。

図 本事業の位置づけ



❶目的
本実証は、「空飛ぶクルマ」の実機を実際に飛行させることで、県民や県内の関係者に「空飛ぶクルマ」を知ってもらうと

ともに、「空飛ぶクルマ」の社会実装がすぐそこまで来ているという認識を持っていただき、今後、香川県内で利活用して
いくうえでの理解を醸成することを目的とした。
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２．事業内容 （１）空飛ぶクルマ実機による実証飛行

表 使用機材諸元

図 実施場所
（小豆島・草壁港埋立地（香川県所有地））

所有

機体 着陸帯寸法（一辺）

メーカー：機体名
寸法 接地帯

TLOF
(0.83D)

着陸帯
FATO
(1.5D)

SA
(3m or

0.25D)

寸法
全長 翼幅 高さ D値

（一社）
MASC

EHang：EH216-S

5.7m 5.7m 1.9ｍ 7m 約6m 約11m 3.0ｍ
17.0
ｍ

❷実施日時
令和6年9月16日（月・祝日）

❸実施場所
本実証は、小豆島町草壁港埋立地（香川県所有地）にて実
施した。 参加者数約３００名。

❹使用機材
本実証では、EHang社製 EH216-S（（一社）MASC所
有）を使用した。



❺実施スケジュール

下表に示すスケジュールで実証飛行を行った。
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２．事業内容 （１）空飛ぶクルマ実機による実証飛行

日付 内容

９月１３日（金） 午後 格納用テント設営（埋立地内道路上）

９月１４日（土） 午前 機体搬入・組立・調整

午後 試験飛行（敷地内）（5分程度）

９月１５日（日） 午前 試験飛行（敷地内）※2、3回（各5分程度）

午後 試験飛行（敷地内）※2、3回（各5分程度）

９月１６日（月祝） 午前 リハーサル飛行（各5分程度）

午後：14時
記念式典（主催者挨拶・来賓挨拶・事業概要説明等）
※来場者数：100名程度

14時半～
デモ飛行【有人：検査員】※1回（10分程度）
飛行後、来賓写真撮影、コメント取り（終了後、退場）

15時～ 機体展示 ※1時間程度

16時半 終了

17時 機体搬出

９月１７日（火） 午前 テント撤収

表 スケジュール（実証期間全体）
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２．事業内容 （１）空飛ぶクルマ実機による実証飛行

❻実証飛行見学会

・実施日時
実施令和6年9月16日（月・祝）14時～

・開会式
下表に示す式次第で開会式を実施した。

広報周知活動 作成資料等

香川県HPでのプレスリリース
・プレスリリース
・リーフレット
・WEBバナー

香川県SNSへの掲載 ・SNS投稿、投稿画像

小豆島町防災行政無線での周知（9/13・15） －

小豆島記者クラブへの報道発表 ・プレスリリース文活用

町議会議員への周知依頼 ・プレスリリース文活用

時刻 内容

13:00 開場・受付開始

13:30
記者レク：記者レク資料の説明・質問対応
県幹部・来賓会場入り

14:00 開会式典（司会：（株）建設技術研究所・長谷川）

14:02 主催者あいさつ（香川県・尾崎政策部長）

14:07 来賓あいさつ（小豆島町・大江町長）

14:12 飛行概要説明（（株）建設技術研究所・土屋）

14:20
試験飛行会場移動（マイクロバスまたは徒歩にて移動）
（立入管理：エリア内の人の立入がないことを確認）

14:30 移動完了・準備開始

14:45 離陸

14:50 着陸

15:00 VIP写真撮影、コメント取り

15:15 VIP退場、順次一般開放

16:30 終了

・広報周知活動の実施
本実証の実施にあたり以下の広報周知活動を行った。

図 リーフレット

表 開会式次第

表 広報周知活動と作成資料等



7

２．事業内容 （１）空飛ぶクルマ実機による実証飛行

❼実施状況

●開会式会場

●実証飛行の様子

●着陸後の写真撮影等

： 本事業は、検査員が搭乗した「有人」による実証とした。（香川県初）
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２．事業内容 （１）空飛ぶクルマ実機による実証飛行

❼実施状況
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２．事業内容 （２）空飛ぶクルマ展示イベント

❶目的
香川県民を中心とした来場者に空飛ぶクルマについて知って

もらうこと・理解を深めてもらうことを目的とし、将来的な社会
実装に向けた社会受容性の向上を図ることを目的とした。

❷イベント名
空飛ぶクルマ・未来展in高松

❸実施日時・場所
日時：2024年11月23日(土) 10：00～15：00
場所：高松駅前広場（北）

❹展示内容

●実機展示の様子

●VRフライト体験の様子

メニュー 協力・協賛等

空飛ぶクルマの実機展示 （株）AirX

空飛ぶクルマのVR体験 〃

飛行実証の動画放映
空飛ぶクルマの概要説明パネル

―

空飛ぶクルマを描こう/空飛ぶクルマでどこ行きた
い（大型パネル）

―

パネル展示 テトラ・アビエーション（株）

空飛ぶクルマのコンセプトムービー 丸紅（株）

EXPO2025大阪・関西万博に飛行予定である
(株)SkyDriveとの取組を紹介

大豊産業（株）

動画放映、パネル展示 ANA・HD/高松商運（株）

モニター動画放映、パネル展示 日本航空（株）

パネル展示
中央復建C（株）

IHI運搬機械（株）
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２．事業内容 （２）空飛ぶクルマ展示イベント

●動画放映、パネル展示

●協賛企業展

●空飛ぶクルマを描こう

❺実施状況
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２．事業内容 （２）空飛ぶクルマ展示イベント

❻来場者アンケート

・実施日時・場所
日 時 ： 2024年11月23日(土) 10：00～15：00
場 所 ： 高松駅前広場（北）
※空飛ぶクルマ展示イベントの会場にて実施

・実施概要
空飛ぶクルマ未来展in高松において、イベント来訪者を対象にアンケー

ト調査（WEBアンケート）を実施した。
会場におけるアンケート調査の実施方法は以下の通り。

 来訪者に対して、チラシ（アンケート用QRコード付き）を配布し、アン
ケートへの協力を依頼した。

 空飛ぶクルマ実機への搭乗体験や写真撮影の参加者に対して、アン
ケート用QRコード付きの記念カード（下図）を配布し、アンケートへの協
力を依頼した。

裏面の二次元バーコードより来場アンケートへのご回答を
お願いいたします。

～かがわの空、知る・描く ・体感する～

空飛ぶクルマ「EH216-S」 記念搭乗券

図 記念カードデザイン

表 アンケート設問構成

大項目 細目

属性 年代、性別、職業、お住まい

空飛ぶクルマ
の社会受容性

【認知度】
・イベント参加前の空飛ぶクルマへの認知度

【理解度】
・イベント参加による空飛ぶクルマへの理解度の変
化（コンテンツ毎）
・その理由

【期待度】
・空飛ぶクルマの実用化に向けて期待できること

【不安感】
・空飛ぶクルマの実用化に対して不安に感じること

【利用意向】
・空飛ぶクルマが実用化した時の利用意向

【行きたい場所】
・空飛ぶクルマに乗って行ってみたい場所

【支払意思額】
・空飛ぶクルマが実用化した時の支払意思額（ルー
ト別）

イベント
について

【イベントを知ったきっかけ】
【イベントへの参加（立ち寄った展示）】
【イベントに対する感想】
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２．事業内容 （２）空飛ぶクルマ展示イベント

項目 調査結果の概要

認知度
•認知度（イベント参加前）について、「全く知らなかった」と回答した人が約3割存在したが、「良く知っていた」または
「少し知っていた」が約3割、「名前は聞いたことがあった」が約3割となっており、約7割の人は空飛ぶクルマを認知し
ていた。

理解度

•空飛ぶクルマの実機展示を見た人の約9割が、「とても向上した」または「やや向上した」と回答しており、他のコンテン
ツよりもやや高い傾向にあった。理解度がとても向上したと回答した割合は、実機展示、VR体験、その他展示の順に
高くなっており、展示してある実機に乗ってみたり、飛行をVRで体験するような、体験型コンテンツが理解促進に効果
的であると考えられる。

期待感
•期待感については、離島や山間地が多い香川県においては、経済産業省公表の空飛ぶクルマのイメージ画像に示され
るような、災害時の活用や地方（山間地・過疎地等）での移動としての利用が期待されている。

不安感
•不安感については、機体そのものの安全性やパイロットがいないことによる非常時対応への懸念が強い傾向にある。
その他、法律の整備に関する意見も挙げられた。

利用意向
•空飛ぶクルマが実用化した際の利用意向については、「ぜひ利用したい」または「利用したい」が全体の約6割を占める。
•一方で、「不安な点が解消されれば利用したい」が約3割、「料金によっては利用したい」が約1割と、安全性と料金に納
得できれば利用が見込まれる層も一定数存在した。

行きたい
場所

•空飛ぶクルマで行ってみたい場所としては、「島しょ部（直島、豊島、小豆島等）」や「四国他県（徳島県、愛媛県、高知
県）」が多く、全体の約6割が選択した。また、「高松空港」や「山陽地方（岡山県、広島県、山口県）」、「山陰地方（鳥取県、
島根県）」も約3割が選択しており、香川県版ロードマップにおける将来想定ルートとして示されているような、県外移
動への利用意向が高い傾向であった。

支払意思額

•空飛ぶクルマに対する支払意思額について、移動距離が長くなるほど鉄道や船舶での移動に対する時間短縮効果も
大きくなり、支払意思額も高くなる傾向であった。

•120～150km程度・乗換なしの移動の場合※の支払意思額としては、「10,000円まで支払える」と回答した人が全
体の約4割を占め、「20,000円まで支払える」と回答した人は3割弱であった。
※鉄道や船舶と比較して、約20分～150分の時間短縮が見込まれる。

・アンケート結果

表 アンケート調査結果概要
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２．事業内容 （３）子ども向けイベント

❶目的
県民の空飛ぶクルマに対する社会受容性の向上に資する取組の一環として、子ども達が空飛ぶクルマに興味関心を持

つきっかけづくりとなるよう、子ども向けイベントの企画・実施を行った。
イベントは２種類、計3日間で実施した。

イベント名 実施概要

芸術士とあそぼう！
「空飛ぶクルマをかこう」

実施日：令和6年 7月27日(土)、8月4日(日)

場 所 ：高松市こども未来館

実施概要：小学校低学年を対象とした、空飛ぶクルマのお絵描きイベント

参加者数：大人27名・子ども37名（7月27日）、大人30名・子ども34名（8月4日）

空飛ぶクルマ教室

実施日：令和7年2月9日(日)

場 所 ：さぬきこどもの国

実施概要：小学校中学年を対象とした、空飛ぶクルマの講座（座学）と工作体験

参加者数：計13名（第1回：5名、第2回：8名）

表 子供向けイベントの実施状況
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２．事業内容 （３）子ども向けイベント

❷実施概要：子ども向けイベントの企画（空飛ぶクルマをかこう）

＜イベントの流れ＞

①来場された子どもや親に向けて、模型やパネル、会場で放映する動画
等を用いて空飛ぶクルマについて説明する。免責同意書への記入をお
願いする。（担当：芸術士、建設技術研究所）

②イーゼル・画用紙を準備し、空飛ぶクルマの絵を描いてもらう。サポー
トが必要な場合は適宜対応する。（担当：芸術士、建設技術研究所）

③絵を描き終わったら、スマートフォンで写真撮影し、画像データを保存
する。描いた絵は子ども達に持ち帰ってもらう。（担当：建設技術研究
所）

イベント名 芸術士とあそぼう！「空飛ぶクルマをかこう」

実施日時、場所
2024年7月27日（土）、8月4日（日）
13時～16時：高松市こども未来館（多目的室）

役割分担
主催：香川県
進行：アーキペラゴ（芸術士）
進行サポート：建設技術研究所

対象者 小学校低学年以下

定員 なし（予約不要）

参加費 無料

図 展示パネル（抜粋）

表 イベント実施概要
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２．事業内容 （３）子ども向けイベント

●イベント実施状況

●参加した子どもが描いた絵

❸実施状況：子ども向けイベントの企画（空飛ぶクルマをかこう）
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２．事業内容 （３）子ども向けイベント

＜イベントの流れ＞
１回約１時間程度の座学と工作ワークショップの「空飛ぶクルマ教室」を

午前・午後各１回の２部制で実施した。

以下の流れで座学、工作ワークショップを行った。

①空飛ぶクルマに関する講座を行う（30～35分程度）。
講座の終了後、質疑応答を行う（5～10分程度）。
【講座の内容】

空飛ぶクルマの特徴、様々な機体の紹介、等

②工作のワークショップを行い、スカイスクリューを作成する（20分程度）。
作成後に、屋外（業務用駐車場）で実際に飛ばしてもらう。
【工作の内容】

スカイスクリューを作成し、空を飛ぶ仕組みを学ぶ

イベント名 空飛ぶクルマ教室

実施日時、場所
令和7年2月9日（日）：さぬきこどもの国（こども劇場）
第1回：11:00～12:00 、第2回：13:30～14:30

役割分担
主催：香川県、さぬきこどもの国
講師：建設技術研究所
進行サポート：さぬきこどもの国、建設技術研究所

対象者 小学3年生以上の子ども

定員 各回20名（先着）※事前予約制

参加費 無料

予約方法
さぬきこどもの国HPまたはさぬきこどもの国2階インフォ
メーションにて、1月11日(土)より予約受付開始。

表 イベント実施概要

●空飛ぶクルマ講座の様子❹実施概要：子ども向けイベントの企画（空飛ぶクルマ教室）
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２．事業内容 （３）子ども向けイベント

●ワークショップの様子

●屋外にてスカイスクリュー飛行体験

❺実施状況：子ども向けイベントの企画（空飛ぶクルマ教室）
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２．事業内容 （４）児童・生徒用教育コンテンツ作成

❶目的
県民の空飛ぶクルマに対する社会受容性の向上に資する取組の一環として、小学校高学年～高校生くらいまでを対象

に、総合学習等の場で空飛ぶクルマについて学ぶことができる教育コンテンツ（約１７分）を作成した。

❷構成 ❸動画の作成例

No 項目名

－ イントロ（空飛ぶクルマとは？）

1 航空機の歴史

2 電動化に伴う空飛ぶクルマの登場

3 空飛ぶクルマの特徴

4 従来の航空機やヘリとの違い

5 空を飛ぶ仕組み

6 空飛ぶクルマの種類

7 空飛ぶクルマのユースケース

8

空飛ぶクルマのメリット（地球環境）

空飛ぶクルマのメリット（生活環境）

空飛ぶクルマのメリット（地域活性化）

空飛ぶクルマのメリット（産業形成）

9 空飛ぶクルマによる空の旅（小豆島実証飛行動画）

表 動画の構成
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３．本事業の成果と今後の課題

❶得られた成果
本事業では、以下の成果が得られた。

【一般県民・関係者】 香川県民を中心に、空飛ぶクルマが実際に飛ぶ姿を見ていただいたり、実際に乗り込んで写真
撮影などをするイベントを２回実施し、県民、関係者の認知を高めることができた。

【幼児・児童】 未来を担う子どもたち向けに、興味関心を高めるイベントや教室を実施し、空飛ぶクルマについて知る
機会を設けた。
【児童・生徒】 児童・生徒向けに空飛ぶクルマの特徴やメリットを学ぶことができる教育用コンテンツを作成した。

❷今後の課題（社会受容性向上に関するもの）
今後の課題を以下に記す。

【実機を活用した飛行体験】 今後数年以内に、国内に一般の利用者を乗せることができる機体が入ってくる見込み
となる。県民等の受容性を高め、不安感を払しょくするには、実物を見て、体験していただくことが何より重要とな
るため、体験型の飛行実証を目指す必要がある。

【一般県民・関係者】 本事業の実施により、一定のPRを行ったが、高松市、小豆島町のみでの実施に留まった。引き
続き、県内一円のエリアを対象に、空飛ぶクルマの認知を高める活動を行っていく必要がある。また、実証により得
た映像等も有効活用し、訴求力の高いSNSコンテンツなどを活用した広報活動などを行うことも考えられる。

【自治体】 今後、事業化のフェーズに入ってくると、具体的な土地の使用や航路の設定、騒音等に対する地域住民と
の調整が生じる。この際、地域の実情を熟知した自治体の支援が必要となるが、それに向け、自治体担当者等に対
する認知を高める活動を実施していく必要がある。

【地域の経済界】 空飛ぶクルマの導入を契機に、地域の産業や経済活性化につなげていくため、地域の経済界に対
する空飛ぶクルマの導入効果や地域経済全体に対する波及効果等をPRしていく必要がある。

【広域連携】 空飛ぶクルマのサービスは、ひとつの都道府県で閉じたものにはならないと想定されることから、近隣
の府県とも連携した取り組みが有効と考えられる。
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